
設問数 回収率

①　身体障がい者（児） ４５問 ２，０００人 　　８５６人 42.8%

②　知的障がい者（児） ４５問 １，０００人 　　３９４人 39.4%

③　精神障がい者（児） ４６問 　　５００人 　　４１３人 82.6%

④　重症心身障がい者（児） ４０問 　　２００人 　　　９１人 45.5%

⑤　難病患者 ４６問 　　４００人 　　　９３人 23.3%

合　計 ４，１００人 １，８４７人 45.0%

　①　基礎項目 　②　日常生活 ③　社会生活 ④　雇用・就労

　⑤　社会参加等 　⑥　相談支援 ⑦　障がい福祉サービス

　⑧　おもいやり駐車場 ⑨その他

「宮崎県障がい者計画」改定に係る
障がい者アンケート調査の結果概要について

５　調査対象及び回答数について

６　調査項目

１　調査の目的と対象
　　この調査は、県内に居住する障がい者（児）の実態やニーズ等を把握
　し、「宮崎県障がい者計画」改定に当たっての基礎資料とすることを目
　的として実施しました。
　　調査対象は、県内に居住し、①身体障害者手帳の交付を受けている身
　体障がい者（児）、②療育手帳の交付を受けている知的障がい者（児）、
　③精神科病院を利用している精神障がい者（児）、④重症心身障がい者
　（児・保護者も含む）、⑤難病患者としました。

２　調査概要
　　この調査は、平成３０年度に実施した障がい者アンケート調査との比
　較検討も視野に入れ、調査対象の選定及び調査項目については、基本的
　に同様のものをベースとしつつ、近年の障がい者施策の変化も視野に入
　れた設問の追加や一部設問の修正等の上、実施しました。

３　調査期間
　　令和５年７月２１日～令和５年８月３１日

４　調査方法
　　郵送又はインターネット、関係機関・団体からの配布及び聞き取り調査

回答数配布数調査対象者

資料２－３

※「宮崎県障がい者計画」内で掲載しているもの又は関連するものを抜粋して取りまとめたもの。

当該計画の巻末の参考資料として添付予定。
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　○　県民の障がい者への理解と認識

　　問　あなた（本人）は、県民の障がい者への理解と認識は、深まっていると思いますか。

　　　　（１つを選んでください）

　　１．深まっている ２．以前よりは深まったがまだ不十分

　　３．深まっていない ４．わからない

《 回答概要 》※（　）は前回調査（H30)の数値

全体

精神障がい者 重症心身障がい者（児）

難病患者

身体障がい者 知的障がい者

○ 全体では、「わからない」の割合

（43.1％）が最も高く、次が「以前よりは

深まったがまだ不十分」（26.4％）となっ

ている。

○ 重症心身障がい者（児）では、「以前よ

りは深まったがまだ不十分」の割合が最も

高くなっている。

43.1%

26.4%

11.4%

11.3%

7.9%

0% 20% 40% 60%

わからない

以前よりは深まったがまだ不十分

深まっていない

深まっている

無回答 n=1,847

(35.8%)

48.7%

23.1%

17.3%

5.6%

5.3%

0% 20% 40% 60%

わからない

以前よりは深まったがまだ不十分

深まっていない

深まっている

無回答 n=394

45.8%

19.6%

16.9%

10.9%

6.8%

0% 20% 40% 60%

わからない

以前よりは深まったがまだ不十分

深まっている

深まっていない

無回答 n=413

51.6%

24.7%

8.6%

8.6%

6.5%

0% 20% 40% 60%

わからない

以前よりは深まったがまだ不十分

深まっている

深まっていない

無回答 n=93

(35.4%)

(18.9%)

(4.4%)

(5.5%)

39.8%

29.6%

11.8%

9.5%

9.3%

0% 20% 40% 60%

わからない

以前よりは深まったがまだ不十分

深まっている

深まっていない

無回答 n=856

44.0%

28.6%

8.8%

7.7%

11.0%

0% 20% 40% 60%

以前よりは深まったがまだ不十分

わからない

深まっていない

深まっている

無回答 n=91
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　○　福祉サービスの利用状況・満足度（※重症心身障がい者（児）を除く）

　　問　あなた（本人）は、現在 、どのような障害福祉サービスを利用していますか。利用され

　　　ているものをすべて選んでいただき、満足度についてあてはまるものを選んでください。　 

《 回答概要（利用状況） 》

全体

全体

《 回答概要（満足度） 》

6.8%

7.0%

14.0%

3.6%

8.9%

7.7%

5.5%

10.5%

6.5%

3.0%

4.1%

4.8%

2.4%

2.6%

7.0%

42.2%

0% 20% 40% 60%

①居宅介護や重度訪問介護（居宅での入浴、排せつ、食事の介護など）

②同行援護や行動援護（外出や外出の際の前後の介護）

③生活介護（施設での入浴、食事の介護、創作及び生産活動など）

④就労移行支援（就労のために必要な知識や技能、能力を高める訓練など）

⑤就労継続支援Ａ型・Ｂ型（就労や生産活動などの機会の提供など）

⑥自立訓練（自立した日常生活を送るための訓練やリハビリテーションなど）

⑦短期入所（施設に短期間入所して、入浴、食事の介護など）

⑧日常生活用具の給付、貸与（日常生活の便宜を図る用具の給付や貸与など）

⑨移動支援（円滑に外出できるように移動を支援）

⑩コミュニケーション支援（手話通訳者・要約筆記者などの派遣）

⑪児童発達支援（日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練など）

⑫放課後等デイサービス（放課後等に生活能力向上のための訓練、社会交流促進など）

⑬保育所等訪問支援（保育所等を訪問し、集団生活への適応のための専門的な支援など）

⑭障害児入所施設（施設に入所中などの障がい児に対する保護、日常生活の指導など）

⑮その他のサービス

⑯サービスは利用していない

n=1,756

○ 利用しているサービスでは、「③生活介護」の割合（14.0％）が最も高く、次が「⑧日常

生活用具の給付、貸与」（10.5％）となっている。なお、「⑯サービスは利用していない」

は、42.2％となっている。

69.2%

59.3%

68.2%

30.2%

58.6%

55.9%

53.1%

59.2%

52.2%

28.8%

52.8%

50.0%

31.0%

33.3%

64.2%

3.3%

7.3%

4.1%

14.3%

8.9%

15.4%

8.3%

10.9%

13.9%

15.4%

9.7%

14.3%

9.5%

13.3%

10.6%

27.5%

33.3%

27.8%

55.6%

32.5%

28.7%

38.5%

29.9%

33.9%

55.8%

37.5%

35.7%

59.5%

53.3%

25.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①居宅介護や重度訪問介護(n=120）

②同行援護や行動援護(n=123）

③生活介護(n=245）

④就労移行支援(n=63）

⑤就労継続支援Ａ型・Ｂ型(n=157）

⑥自立訓練(n=136）

⑦短期入所(n=96）

⑧日常生活用具の給付、貸与(n=184）

⑨移動支援(n=115）

⑩コミュニケーション支援(n=52）

⑪児童発達支援(n=72）

⑫放課後等デイサービス(n=84）

⑬保育所等訪問支援(n=42）

⑭障害児入所施設(n=45）

⑮その他のサービス(n=123）

満足している 満足していない どちらともいえない

○ 「満足している」の割

合が高い上位３つのサー

ビスは、「①居宅介護や

重度訪問介護」(69.2％)

が最も高く、次に「③生

活介護」(68.2％)、「⑮

その他のサービス」

(64.2％)となっている。

○ 一方、「満足していな

い」の割合が高い上位４

つのサービスは、「⑥自

立訓練」と「⑩コミュニ

ケーション支援」(ともに

15.4％)が最も高く、次が

「④就労移行支援」と

「⑫放課後等デイサービ

ス」(ともに14.3％)と

なっている。
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　○　福祉サービスの利用状況・満足度（※重症心身障がい者（児）のみ）

　　問　あなた（本人）は、現在 、どのような障害福祉サービスを利用していますか。利用され

　　　ているものをすべて選んでいただき、満足度についてあてはまるものを選んでください。　 

《 回答概要（利用状況） 》

全体

《 回答概要（満足度） 》

全体

○ 利用しているサービスでは、「④療養介護」の割合（41.8％）が最も高く、次に「⑦日常

生活用具の給付、貸与」（39.6％）、「③生活介護」（38.5％）などが続いている。

○ 「満足している」の割

合が高い上位３サービス

は、「⑨コミュニケー

ション支援」(100.0％、

n=1)が最も高く、次に

「①居宅介護や重度訪問

介護」(93.8％)、「②同

行援護や行動援護」

(88.9％)となっている。

○ 一方、「満足していな

い」の割合が高い上位３

サービスは、「⑥短期入

所」(25.9％)が最も高く、

次に「⑭その他のサービ

ス」(20.0％)、「⑧移動

支援」(13.3％)となって

いる。

17.6%

9.9%

38.5%

41.8%

23.1%

29.7%

39.6%

16.5%

1.1%

3.3%

3.3%

0.0%

18.7%

5.5%

8.8%

0% 20% 40% 60%

①居宅介護や重度訪問介護（居宅での入浴、排せつ、食事の介護など）

②同行援護や行動援護（外出や外出の際の前後の介護）

③生活介護（施設での入浴、食事の介護、創作及び生産活動など）

④療養介護（医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護など）

⑤自立訓練（自立した日常生活を送るための訓練やリハビリテーションなど）

⑥短期入所（施設に短期間入所して、入浴、食事の介護など）

⑦日常生活用具の給付、貸与（日常生活の便宜を図る用具の給付や貸与など）

⑧移動支援（円滑に外出できるように移動を支援）

⑨コミュニケーション支援（手話通訳者・要約筆記者などの派遣）

⑩児童発達支援（日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練など）

⑪放課後等デイサービス（放課後等に生活能力向上のための訓練、社会交流促進など）

⑫保育所等訪問支援（保育所等を訪問し、集団生活への適応のための専門的な支援など）

⑬障害児入所施設（施設に入所中などの障がい児に対する保護、日常生活の指導など）

⑭その他のサービス

⑮サービスは利用していない

n=91

93.8%

88.9%

82.9%

76.3%

66.7%

63.0%

61.1%

86.7%

100.0%

66.7%

66.7%

70.6%

60.0%

6.3%

5.7%

7.9%

4.8%

25.9%

8.3%

13.3%

5.9%

20.0%

11.1%

11.4%

15.8%

28.6%

11.1%

30.6%

33.3%

33.3%

23.5%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①居宅介護や重度訪問介護(n=16）

②同行援護や行動援護(n=9）

③生活介護(n=35）

④療養介護(n=38）

⑤自立訓練(n=21）

⑥短期入所(n=27）

⑦日常生活用具の給付、貸与(n=36）

⑧移動支援(n=15）

⑨コミュニケーション支援(n=1）

⑩児童発達支援(n=3）

⑪放課後等デイサービス(n=3）

⑫保育所等訪問支援(n=0）

⑬障害児入所施設(n=17）

⑭その他のサービス(n=5）

満足している 満足していない どちらともいえない
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　○　利用したいサービス（※重症心身障がい者（児）を除く）

　　問　今後、どのような障害福祉サービスを利用したいですか。

　　  （あてはまるものをすべて選んでください）

　○　利用したいサービス（※重症心身障がい者（児）のみ）

　　問　今後、どのような障害福祉サービスを利用したいですか。

　　  （あてはまるものをすべて選んでください）

《 回答概要 》

全体

《 回答概要 》

全体

○ 今後利用したいサービスは、「⑤就労継続支援Ａ型・Ｂ型」の割合(9.8％)が最も高く、

次に「③生活介護」(9.7％)、「⑥自立訓練」(9.0％)などが続いている。なお、「⑯利用し

たいサービスはない」は、34.7％となっている。

○ 今後利用したいサービスは、「③生活介護」と「④療養介護」の割合（ともに27.5％）が

最も高く、次に「⑦日常生活用具の給付、貸与」（19.8％）、「⑥短期入所」（18.7％）な

どが続いている。なお、「⑮利用したいサービスはない」は、20.9％となっている。

12.1%

15.4%

27.5%

27.5%

9.9%

18.7%

19.8%

17.6%

1.1%

0.0%

2.2%

0.0%

13.2%

3.3%

20.9%

0% 20% 40%

①居宅介護や重度訪問介護（居宅での入浴、排せつ、食事の介護など）

②同行援護や行動援護（外出や外出の際の前後の介護）

③生活介護（施設での入浴、食事の介護、創作及び生産活動など）

④療養介護（医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護など）

⑤自立訓練（自立した日常生活を送るための訓練やリハビリテーションなど）

⑥短期入所（施設に短期間入所して、入浴、食事の介護など）

⑦日常生活用具の給付、貸与（日常生活の便宜を図る用具の給付や貸与など）

⑧移動支援（円滑に外出できるように移動を支援）

⑨コミュニケーション支援（手話通訳者・要約筆記者などの派遣）

⑩児童発達支援（日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練など）

⑪放課後等デイサービス（放課後等に生活能力向上のための訓練、社会交流促進など）

⑫保育所等訪問支援（保育所等を訪問し、集団生活への適応のための専門的な支援など）

⑬障害児入所施設（施設に入所中などの障がい児に対する保護、日常生活の指導など）

⑭その他のサービス

⑮利用したいサービスはない

n=91

6.4%

7.5%

9.7%

6.1%

9.8%

9.0%

6.9%

7.4%

8.0%

1.3%

2.1%

3.2%

0.9%

1.7%

2.8%

34.7%

0% 20% 40%

①居宅介護や重度訪問介護（居宅での入浴、排せつ、食事の介護など）

②同行援護や行動援護（外出や外出の際の前後の介護）

③生活介護（施設での入浴、食事の介護、創作及び生産活動など）

④就労移行支援（就労のために必要な知識や技能、能力を高める訓練など）

⑤就労継続支援Ａ型・Ｂ型（就労や生産活動などの機会の提供など）

⑥自立訓練（自立した日常生活を送るための訓練やリハビリテーションなど）

⑦短期入所（施設に短期間入所して、入浴、食事の介護など）

⑧日常生活用具の給付、貸与（日常生活の便宜を図る用具の給付や貸与など）

⑨移動支援（円滑に外出できるように移動を支援）

⑩コミュニケーション支援（手話通訳者・要約筆記者などの派遣）

⑪児童発達支援（日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練など）

⑫放課後等デイサービス（放課後等に生活能力向上のための訓練、社会交流促進など）

⑬保育所等訪問支援（保育所等を訪問し、集団生活への適応のための専門的な支援など）

⑭障害児入所施設（施設に入所中などの障がい児に対する保護、日常生活の指導など）

⑮その他のサービス

⑯利用したいサービスはない

n=1,756
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　○　現在の暮らし方　

　　問　あなた（本人）は、どなたと一緒に暮らしていますか。

　　　　（あてはまるものをすべて選んでください）

　　１．一人暮らし ２．配偶者 ３．父親 ４．母親

　　５．子ども ６．兄弟姉妹 ７．祖父母 ８．親せき

　　９．グループホームや社会福祉施設を利用、または医療機関に入院 10．その他

難病患者

《 回答概要 》

精神障がい者 重症心身障がい者（児）

全体

知的障がい者身体障がい者

28.2%

24.7%

19.6%

17.6%

14.9%

12.7%

10.2%

2.8%

0.5%

3.0%

0% 20% 40%

配偶者

グループホームや社会福祉施設を利用、

または医療機関に入院

母親

一人暮らし

父親

子ども

兄弟姉妹

祖父母

親せき

その他
n=1,847

54.1%

41.9%

28.7%

23.4%

9.4%

9.1%

4.6%

2.5%

0.3%

3.3%

0% 20% 40% 60%

母親

父親

兄弟姉妹

グループホームや社会福祉施設を利用、

または医療機関に入院

一人暮らし

祖父母

配偶者

子ども

親せき

その他
n=394

47.2%

21.4%

19.6%

11.8%

8.5%

5.3%

4.9%

0.8%

0.7%

3.3%

0% 20% 40% 60%

配偶者

子ども

一人暮らし

グループホームや社会福祉施設を利用、

または医療機関に入院

母親

父親

兄弟姉妹

祖父母

親せき

その他
n=856

49.9%

22.0%

9.2%

9.2%

7.7%

5.1%

4.4%

1.5%

0.2%

1.7%

0% 20% 40% 60%

グループホームや社会福祉施設を利用、

または医療機関に入院

一人暮らし

配偶者

母親

父親

兄弟姉妹

子ども

祖父母

親せき

その他
n=413

56.0%

29.7%

28.6%

11.0%

9.9%

6.6%

4.4%

2.2%

1.1%

4.4%

0% 20% 40% 60%

グループホームや社会福祉施設を利用、

または医療機関に入院

母親

父親

一人暮らし

兄弟姉妹

配偶者

子ども

祖父母

親せき

その他
n=91

59.1%

21.5%

20.4%

11.8%

7.5%

7.5%

3.2%

1.1%

0.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

子ども

一人暮らし

母親

父親

グループホームや社会福祉施設を利用、

または医療機関に入院

兄弟姉妹

親せき

祖父母

その他
n=93

○ 全体では、「配偶者」の割合（28.2％）

が最も高く、次が「グループホームや社会

福祉施設を利用、または医療機関に入院」

（24.7％）となっている。

○ 身体障がい者、知的障がい者、難病患者

では、家族との同居（「配偶者」と「母

親」）が最も高いが、精神障がい者、重症

心身障がい者（児）では「グループホーム

や社会福祉施設を利用、または医療機関に

入院」が最も高くなっている。
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　○　これからの暮らし方　

　　問　これからの暮らし方として、あなた（本人）が望むのは次のどれですか。

　　　　（１つを選んでください）

　　１．家族と同居 ２．家族以外と同居 ３．一人暮らし ４．グループホームで生活

　　５．社会福祉施設に入所、または医療機関に入院

　　６．ほかのグループホームや社会福祉施設 、医療機関 に転入 ７．その他（　　　　　）

難病患者

《 回答概要 》

精神障がい者 重症心身障がい者（児）

全体

身体障がい者 知的障がい者

○ 「全体」では、「家族と同居」の割合

（49.1％）が最も高くなっている。

○ 重症心身障がい者（児）では、 「社会

福祉施設に入所、または医療機関に入院」

の割合（41.8％）が最も高く、次が「家族

と同居」（34.1％）となっている。

49.1%

16.2%

14.3%

7.5%

1.8%

1.0%

3.6%

6.5%

0% 20% 40% 60%

家族と同居

一人暮らし

社会福祉施設に入所、または医療機関に入院

グループホームで生活

ほかのグループホームや社会福祉施設、医療機関に転入

家族以外と同居

その他

無回答
n=1,847

58.4%

13.8%

12.3%

2.9%

1.9%

0.4%

3.6%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80%

家族と同居

社会福祉施設に入所、または医療機関に入院

一人暮らし

グループホームで生活

ほかのグループホームや社会福祉施設、医療機関に転入

家族以外と同居

その他

無回答
n=856

48.7%

15.7%

15.0%

8.1%

1.8%

1.0%

4.6%

5.1%

0% 20% 40% 60%

家族と同居

一人暮らし

グループホームで生活

社会福祉施設に入所、または医療機関に入院

家族以外と同居

ほかのグループホームや社会福祉施設、医療機関に転入

その他

無回答 n=394

31.5%

28.3%

16.7%

12.3%

2.4%

1.9%

2.2%

4.6%

0% 20% 40%

家族と同居

一人暮らし

社会福祉施設に入所、または医療機関に入院

グループホームで生活

ほかのグループホームや社会福祉施設、医療機関に転入

家族以外と同居

その他

無回答
n=413

41.8%

34.1%

2.2%

0.0%

0.0%

0.0%

4.4%

17.6%

0% 20% 40% 60%

社会福祉施設に入所、または医療機関に入院

家族と同居

ほかのグループホームや社会福祉施設、医療機関に転入

家族以外と同居

一人暮らし

グループホームで生活

その他

無回答
n=91

57.0%

17.2%

7.5%

3.2%

2.2%

1.1%

4.3%

7.5%

0% 20% 40% 60%

家族と同居

一人暮らし

社会福祉施設に入所、または医療機関に入院

グループホームで生活

ほかのグループホームや社会福祉施設、医療機関に転入

家族以外と同居

その他

無回答
n=93
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　○　外出時に困ること

　　問　あなた（本人）は外出する時、どんなことに困っていますか。

　　　　（あてはまるものをすべて選んでください）

《 回答概要 》※（　）は前回調査（H30)の数値

全体

身体障がい者 知的障がい者

精神障がい者 重症心身障がい者（児）

難病患者

27.7%

14.8%

9.8%

9.3%

9.3%

8.4%

7.6%

6.8%

6.7%

3.4%

1.3%

4.7%

33.4%

0% 20% 40%

自分ひとりで外出できない

道路に段差が多い

バスや鉄道などの交通機関で乗り降りが不便

一般車両が車いす使用者用駐車スペースに駐車し

ていて使用できない

建物内の出入口や通路に段差がある

身体障がい者用トイレがない（少ない）

車いす使用者用駐車場が少ない（ない）

エレベーターが設置されていない（少ない、利用し

にくい）

外出先・交通機関での情報の取得やコミュニケー

ション支援がない（少ない）

道路に放置自転車や看板などの障がい物が多い

点字ブロック・エスコートゾーンなどの交通バリアフ

リーがない（少ない）

その他

特に困ることはない

n=1,847

(28.2%)

○ 全体では、「自分ひとりで外出できない」

の割合（27.7％）が最も高く、次が「道路に

段差が多い」（14.8％）となっている。

なお、「特に困ることはない」は、33.4％

となっている。

○ 重症心身障がい者（児）では、「身体障が

い者用トイレがない（少ない）」や「車いす

使用者用駐車場が少ない（ない）」などの割

合も高い。

(24.1%)

(16.1%)

(13.3%)

(17.5%)

(16.3%)

(12.0%)

(12.4%)

(10.6%)

(5.5%)

(2.5%)

(5.8%)
(29.6%)

26.4%

18.9%

13.0%

11.9%

11.3%

10.4%

9.2%

7.2%

4.6%

4.1%

1.6%

5.0%

30.4%

0% 20% 40%

自分ひとりで外出できない

道路に段差が多い

一般車両が車いす使用者用駐車スペースに駐車していて

使用できない

建物内の出入口や通路に段差がある

バスや鉄道などの交通機関で乗り降りが不便

身体障がい者用トイレがない（少ない）

車いす使用者用駐車場が少ない（ない）

エレベーターが設置されていない（少ない、利用しにくい）

外出先・交通機関での情報の取得やコミュニケーション支

援がない（少ない）

道路に放置自転車や看板などの障がい物が多い

点字ブロック・エスコートゾーンなどの交通バリアフリーが

ない（少ない）

その他

特に困ることはない

n=856

42.6%

13.2%

11.2%

7.4%

7.1%

6.6%

6.1%

5.3%

5.3%

3.3%

1.0%

3.8%

29.9%

0% 20% 40% 60%

自分ひとりで外出できない

外出先・交通機関での情報の取得やコミュニケーション支

援がない（少ない）

道路に段差が多い

車いす使用者用駐車場が少ない（ない）

バスや鉄道などの交通機関で乗り降りが不便

身体障がい者用トイレがない（少ない）

建物内の出入口や通路に段差がある

一般車両が車いす使用者用駐車スペースに駐車していて

使用できない

エレベーターが設置されていない（少ない、利用しにくい）

道路に放置自転車や看板などの障がい物が多い

点字ブロック・エスコートゾーンなどの交通バリアフリーが

ない（少ない）

その他

特に困ることはない

n=394

18.9%

9.7%

9.4%

5.8%

5.3%

4.4%

3.4%

2.7%

2.2%

1.5%

0.5%

4.4%

42.6%

0% 20% 40% 60%

自分ひとりで外出できない

バスや鉄道などの交通機関で乗り降りが不便

道路に段差が多い

外出先・交通機関での情報の取得やコミュニケーション支

援がない（少ない）

建物内の出入口や通路に段差がある

エレベーターが設置されていない（少ない、利用しにくい）

身体障がい者用トイレがない（少ない）

一般車両が車いす使用者用駐車スペースに駐車していて

使用できない

道路に放置自転車や看板などの障がい物が多い

車いす使用者用駐車場が少ない（ない）

点字ブロック・エスコートゾーンなどの交通バリアフリーが

ない（少ない）

その他

特に困ることはない

n=413

27.5%

20.9%

18.7%

18.7%

16.5%

15.4%

14.3%

11.0%

6.6%

4.4%

3.3%

7.7%

9.9%

0% 20% 40%

自分ひとりで外出できない

身体障がい者用トイレがない（少ない）

車いす使用者用駐車場が少ない（ない）

一般車両が車いす使用者用駐車スペースに駐車し

ていて使用できない

道路に段差が多い

エレベーターが設置されていない（少ない、利用し

にくい）

建物内の出入口や通路に段差がある

バスや鉄道などの交通機関で乗り降りが不便

外出先・交通機関での情報の取得やコミュニケー

ション支援がない（少ない）

道路に放置自転車や看板などの障がい物が多い

点字ブロック・エスコートゾーンなどの交通バリアフ

リーがない（少ない）

その他

特に困ることはない

n=91

16.1%

14.0%

11.8%

11.8%

10.8%

9.7%

7.5%

6.5%

3.2%

2.2%

1.1%

3.2%

57.0%

0% 20% 40% 60%

自分ひとりで外出できない

道路に段差が多い

一般車両が車いす使用者用駐車スペースに駐車していて

使用できない

エレベーターが設置されていない（少ない、利用しにくい）

建物内の出入口や通路に段差がある

車いす使用者用駐車場が少ない（ない）

身体障がい者用トイレがない（少ない）

バスや鉄道などの交通機関で乗り降りが不便

外出先・交通機関での情報の取得やコミュニケーション支

援がない（少ない）

道路に放置自転車や看板などの障がい物が多い

点字ブロック・エスコートゾーンなどの交通バリアフリーが

ない（少ない）

その他

特に困ることはない

n=93
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　○　行政に要望する取組

　　問　あなた（本人）は今後、国や県、市町村の行政にどのような取組を要望しますか。

　　　　（主なものを最大３つまで選んでください）

《 回答概要 》※（　）は前回調査（H30)の数値

全体

身体障がい者

知的障がい者

41.7%

27.8%

24.0%

14.6%

10.7%

10.2%

9.8%

9.1%

8.7%

7.9%

7.9%

7.3%

6.2%

5.8%

4.8%

4.1%

2.9%

2.5%

4.3%

0% 20% 40% 60%

年金など所得保障の充実

救急医療体制や医療費の助成など、保健・医療サービスの充実

公共料金の割引

居宅介護や生活介護などの在宅サービスの充実

生活や訓練の場としての福祉施設の整備

障がい者向け住宅の建設促進

地域生活を支える相談支援や情報提供の充実

能力に応じた職業訓練や職場定着支援などの雇用支援の充実

住宅改造に対する助成制度の充実

交通機関などのバリアフリーの推進

障がいに対する理解を深める啓発や相互交流の促進

障がい児教育（小・中・高）の充実

防犯・防災・交通安全対策の充実

施設や事業所の設備基準・運営基準の見直し

障がい児早期療育の充実

ボランティアなどの人材育成

ガイドヘルパーなどの外出支援や手話通訳・要約筆記などのコミュニケーション支援の充実

スポーツ、文化活動に対する施策の充実

その他

n=1,847

45.2%

30.4%

27.8%

18.6%

13.9%

11.0%

9.5%

7.6%

7.0%

6.7%

5.8%

5.3%

4.3%

3.7%

3.5%

3.5%

2.3%

1.4%

2.3%

0% 20% 40% 60%

年金など所得保障の充実

救急医療体制や医療費の助成など、保健・医療サービスの充実

公共料金の割引

居宅介護や生活介護などの在宅サービスの充実

住宅改造に対する助成制度の充実

交通機関などのバリアフリーの推進

障がい者向け住宅の建設促進

防犯・防災・交通安全対策の充実

生活や訓練の場としての福祉施設の整備

地域生活を支える相談支援や情報提供の充実

施設や事業所の設備基準・運営基準の見直し

障がいに対する理解を深める啓発や相互交流の促進

能力に応じた職業訓練や職場定着支援などの雇用支援の充実

障がい児教育（小・中・高）の充実

ガイドヘルパーなどの外出支援や手話通訳・要約筆記などのコミュニケーション支…

ボランティアなどの人材育成

障がい児早期療育の充実

スポーツ、文化活動に対する施策の充実

その他

n=856

35.0%

20.8%

20.3%

20.1%

18.5%

15.5%

14.0%

12.7%

11.7%

11.2%

8.6%

6.1%

6.1%

5.6%

4.8%

4.1%

3.6%

3.6%

5.8%

0% 20% 40%

年金など所得保障の充実

障がい児教育（小・中・高）の充実

公共料金の割引

能力に応じた職業訓練や職場定着支援などの雇用支援の充実

救急医療体制や医療費の助成など、保健・医療サービスの充実

生活や訓練の場としての福祉施設の整備

障がいに対する理解を深める啓発や相互交流の促進

障がい者向け住宅の建設促進

地域生活を支える相談支援や情報提供の充実

障がい児早期療育の充実

居宅介護や生活介護などの在宅サービスの充実

防犯・防災・交通安全対策の充実

施設や事業所の設備基準・運営基準の見直し

ボランティアなどの人材育成

交通機関などのバリアフリーの推進

スポーツ、文化活動に対する施策の充実

ガイドヘルパーなどの外出支援や手話通訳・要約筆記などのコミュニケーション支…

住宅改造に対する助成制度の充実

その他

n=394

(49.2%)

(38.6%)

(27.1%)

(14.6%)

(10.6%)

(10.5%)

(10.1%)

(13.0%)

(10.5%)

(9.4%)

(4.0%)

(12.1%)

(6.9%)

(4.2%)

(3.1%)

(3.7%)

(4.6%)

(7.3%)

(8.6%)
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　○　行政に要望する取組（つづき）

重症心身障がい者（児）

難病患者

《 回答概要 》

精神障がい者

○ 全体では、「年金など所得保障の充実」の割合(41.7％)が最も高く、次に「救急医療体制

や医療費の助成など、保健・医療サービスの充実」(27.8％)、「公共料金の割引」(24.0％)

などが続いているが、重症心身障がい者（児）では、「救急医療体制や医療費の助成など、

保健・医療サービスの充実」の割合(31.9％)が最も高く、次に「居宅介護や生活介護などの

在宅サービスの充実」(23.1％)などが続いている。

45.8%

27.4%

25.4%

13.8%

13.1%

10.9%

10.7%

9.9%

7.7%

4.4%

4.4%

3.9%

3.4%

2.9%

2.4%

1.9%

1.7%

1.7%

7.7%

0% 20% 40% 60%

年金など所得保障の充実

救急医療体制や医療費の助成など、保健・医療サービスの充実

公共料金の割引

地域生活を支える相談支援や情報提供の充実

生活や訓練の場としての福祉施設の整備

障がい者向け住宅の建設促進

能力に応じた職業訓練や職場定着支援などの雇用支援の充実

居宅介護や生活介護などの在宅サービスの充実

障がいに対する理解を深める啓発や相互交流の促進

スポーツ、文化活動に対する施策の充実

施設や事業所の設備基準・運営基準の見直し

交通機関などのバリアフリーの推進

防犯・防災・交通安全対策の充実

住宅改造に対する助成制度の充実

ボランティアなどの人材育成

障がい児早期療育の充実

障がい児教育（小・中・高）の充実

ガイドヘルパーなどの外出支援や手話通訳・要約筆記などのコミュニケーション…

その他

n=413

31.9%

23.1%

14.3%

13.2%

13.2%

12.1%

12.1%

11.0%

11.0%

7.7%

7.7%

6.6%

6.6%

4.4%

2.2%

2.2%

1.1%

1.1%

4.4%

0% 20% 40%

救急医療体制や医療費の助成など、保健・医療サービスの充実

居宅介護や生活介護などの在宅サービスの充実

施設や事業所の設備基準・運営基準の見直し

生活や訓練の場としての福祉施設の整備

年金など所得保障の充実

交通機関などのバリアフリーの推進

障がいに対する理解を深める啓発や相互交流の促進

障がい児早期療育の充実

ボランティアなどの人材育成

障がい児教育（小・中・高）の充実

地域生活を支える相談支援や情報提供の充実

障がい者向け住宅の建設促進

防犯・防災・交通安全対策の充実

住宅改造に対する助成制度の充実

ガイドヘルパーなどの外出支援や手話通訳・要約筆記などのコミュニケーション…

公共料金の割引

能力に応じた職業訓練や職場定着支援などの雇用支援の充実

スポーツ、文化活動に対する施策の充実

その他

n=91

48.4%

41.9%

19.4%

16.1%

15.1%

11.8%

10.8%

8.6%

7.5%

7.5%

6.5%

6.5%

5.4%

3.2%

2.2%

2.2%

1.1%

0.0%

1.1%

0% 20% 40% 60%

年金など所得保障の充実

救急医療体制や医療費の助成など、保健・医療サービスの充実

公共料金の割引

居宅介護や生活介護などの在宅サービスの充実

地域生活を支える相談支援や情報提供の充実

住宅改造に対する助成制度の充実

生活や訓練の場としての福祉施設の整備

能力に応じた職業訓練や職場定着支援などの雇用支援の充実

障がい児教育（小・中・高）の充実

障がい者向け住宅の建設促進

障がい児早期療育の充実

交通機関などのバリアフリーの推進

防犯・防災・交通安全対策の充実

ボランティアなどの人材育成

障がいに対する理解を深める啓発や相互交流の促進

施設や事業所の設備基準・運営基準の見直し

ガイドヘルパーなどの外出支援や手話通訳・要約筆記などのコミュニケーション…

スポーツ、文化活動に対する施策の充実

その他

n=93
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　○　難病患者の障がい福祉サービス利用

　　問　あなた（本人）は、難病の方が障害福祉サービスを利用できることを知っていますか。

　　　　また、障害福祉サービスを利用していますか。（１つを選んでください）

　　１．知っていて、利用している ２．知っていて、利用していない ３．知らない

　○おもいやり駐車場制度の効果（制度を知っている方のみ）

　　問　おもいやり駐車場制度で身体障がい者用駐車場などの利用はしやすいですか。

（あてはまるものをすべて選んでください）

《 回答概要 》※（　）は前回調査（H30)の数値

《 回答概要 》※（　）は前回調査（H30)の数値

難病患者

全体

34.7%

15.5%

9.1%

8.3%

4.1%

24.1%

6.6%

0% 20% 40%

利用しやすい

マナー違反が増えた

変わらない

利用しにくい

マナー違反が減った

わからない

その他 n=1,126

61.3%

19.4%

12.9%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80%

知らない

知っていて、利用していない

知っていて、利用している

無回答 n=93

(25.4%)

(18.3%)

(52.4%)

○ 「知らない」の割合(61.3％)

が最も高くなっており、前回よ

り8.9％増加している。また、

「知っていて、利用している」

は12.9％となっており、前回よ

り12.5％減少している。
(4.0%)

(16.3%)

(14.3%)

(2.8%)

(27.6%)

(8.7%)

(38.2%)

(7.5%)

○ 「利用しやすい」の割合

（34.7％）が最も高く、次が

「マナー違反が増えた」

（15.5％）となっている。

○ 「利用しやすい」は前回よ

り3.5％減少し、「マナー違反

が増えた」は前回より1.2％増

加している。
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　○　障がい者の就労に必要な環境・条件整備（※重症心身障がい者（児）を除く）　

　　問　あなた（本人）は、障がい者が仕事をするために、どんな環境や条件整備が必要だと思

　　　　いますか。（主なものを最大３つまで選んでください）

《 回答概要 》※（　）は前回調査（H30)の数値

全体

身体障がい者 知的障がい者

精神障がい者 難病患者

39.7%

31.3%

21.4%

15.3%

12.5%

12.4%

11.8%

11.5%

10.7%

10.0%

6.3%

0% 20% 40% 60%

障がい者を雇用する事業主の理解

職場仲間の障がい者への理解

通院などの休みや勤務時間の変更を認める柔軟な勤務体制

障がい者の採用枠の増加

障がい者が使いやすい職場の施設や設備（バリアフリー化など）

就労継続支援事業所（Ａ型・Ｂ型）など福祉的就労の場の充実

自宅でできる仕事（テレワークなど）の開拓

技能や技術、知識を習得する場の拡充

仕事や就労の相談、あっせんをする場の拡充

職場におけるコミュニケーション手段の確保や充実

その他

n=1,756

○ 各障がい者とも、前回と同様に、「障

がい者を雇用する事業主の理解」の割合

（39.7％）が最も高くなっており、次が

「職場仲間の障がい者への理解」

（31.3％）となっている。

33.5%

23.1%

17.6%

15.9%

14.1%

14.0%

10.3%

9.3%

6.1%

5.0%

6.4%

0% 20% 40%

障がい者を雇用する事業主の理解

職場仲間の障がい者への理解

通院などの休みや勤務時間の変更を認める柔軟な勤務体制

障がい者が使いやすい職場の施設や設備（バリアフリー化など）

障がい者の採用枠の増加

自宅でできる仕事（テレワークなど）の開拓

技能や技術、知識を習得する場の拡充

仕事や就労の相談、あっせんをする場の拡充

職場におけるコミュニケーション手段の確保や充実

就労継続支援事業所（Ａ型・Ｂ型）など福祉的就労の場の充実

その他

n=856

47.0%

43.7%

24.1%

20.3%

18.0%

18.0%

14.5%

13.7%

10.7%

8.6%

6.3%

0% 20% 40% 60%

障がい者を雇用する事業主の理解

職場仲間の障がい者への理解

就労継続支援事業所（Ａ型・Ｂ型）など福祉的就労の場の充実

職場におけるコミュニケーション手段の確保や充実

障がい者の採用枠の増加

通院などの休みや勤務時間の変更を認める柔軟な勤務体制

仕事や就労の相談、あっせんをする場の拡充

技能や技術、知識を習得する場の拡充

障がい者が使いやすい職場の施設や設備（バリアフリー化など）

自宅でできる仕事（テレワークなど）の開拓

その他

n=394

44.1%

34.9%

28.8%

18.6%

16.0%

10.9%

9.2%

8.5%

7.5%

6.1%

6.3%

0% 20% 40% 60%

障がい者を雇用する事業主の理解

職場仲間の障がい者への理解

通院などの休みや勤務時間の変更を認める柔軟な勤務体制

就労継続支援事業所（Ａ型・Ｂ型）など福祉的就労の場の充実

障がい者の採用枠の増加

技能や技術、知識を習得する場の拡充

仕事や就労の相談、あっせんをする場の拡充

職場におけるコミュニケーション手段の確保や充実

自宅でできる仕事（テレワークなど）の開拓

障がい者が使いやすい職場の施設や設備（バリアフリー化など）

その他

n=413

47.3%

38.7%

37.6%

23.7%

18.3%

16.1%

14.0%

10.8%

8.6%

2.2%

5.4%

0% 20% 40% 60%

障がい者を雇用する事業主の理解

職場仲間の障がい者への理解

通院などの休みや勤務時間の変更を認める柔軟な勤務体制

自宅でできる仕事（テレワークなど）の開拓

障がい者が使いやすい職場の施設や設備（バリアフリー化など）

技能や技術、知識を習得する場の拡充

仕事や就労の相談、あっせんをする場の拡充

障がい者の採用枠の増加

職場におけるコミュニケーション手段の確保や充実

就労継続支援事業所（Ａ型・Ｂ型）など福祉的就労の場の充実

その他

n=93

(56.2%)

(44.1%)

(21.3%)

(19.7%)

(21.1%)

(14.8%)

(20.1%)

(19.5%)

(15.9%)

(16.2%)

(3.6%)
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　○　障がいがあることにより不当な扱いや不快感を受けたことの有無

　　問　あなた（本人）は、これまでに障がいがあることで、不当な扱いを受けたり、いやな思

　　　　いをしたことがありますか。

　　１．ある　 ２．ない

《 回答概要 》※（　）は前回調査（H30)の数値

全体

身体障がい者 知的障がい者

精神障がい者 重症心身障がい者（児）

難病患者

20.5%

69.2%

10.2%

0% 20% 40% 60% 80%

ある

ない

無回答 n=1,847

○ 全体では、「ある」の割合は20.5％と

なっており、前回より12.9％減少している。

○ 各障がい者のうち、知的障がい者の「あ

る」の割合（34.5％）が最も高くなってい

る。

(33.4%)

(56.1%)

13.8%

76.2%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80%

ある

ない

無回答 n=856

34.5%

56.1%

9.4%

0% 20% 40% 60%

ある

ない

無回答 n=394

20.8%

72.4%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80%

ある

ない

無回答 n=413

28.6%

42.9%

28.6%

0% 20% 40% 60%

ある

ない

無回答 n=91

14.0%

73.1%

12.9%

0% 20% 40% 60% 80%

ある

ない

無回答 n=93

(10.4%)
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　○　防災対策への不安
　　問　あなた（本人）が、防災対策に関して不安に感じる点は何ですか。
　　　　（主なものを最大３つまで選んでください）

精神障がい者 重症心身障がい者（児）

難病患者

《 回答概要 》※（　）は前回調査（H30)の数値

全体

身体障がい者 知的障がい者

34.2%

33.2%

32.5%

17.6%

15.3%

14.5%

12.9%

12.1%

11.6%

7.9%

5.5%

0% 20% 40%

冷暖房やトイレなど避難所の生活環境

食料や生活用品の備え

避難場所・避難所に行くまでの道筋や方法

自宅の耐震化などの備え

避難勧告や避難指示の正確な情報伝達

自宅周辺への浸水

災害発生時の支援者（介護者）の確保

緊急時の連絡手段の確保

避難時や避難場所・避難所での情報の取得

やコミュニケーション

入所（利用）している施設の避難方法

その他

n=1,847

○ 全体では、「冷暖房やトイレなど避難所

の生活環境」の割合（34.2％）が最も高く、

次に「食料や生活用品の備え」（33.2％）、

「避難場所・避難所に行くまでの道筋や方

法」（32.5％）などが続いている。

○ 重症心身障がい者（児）では、「入所

（利用）している施設の避難方法」

（28.6％）の割合も高くなっている。

(34.3%)

(23.7%)

(27.4%)

(14.9%)

(9.7%)

(11.1%)

(16.2%)

(6.9%)

(5.5%)

(14.9%)

(11.1%)

39.8%

32.2%

29.3%

24.1%

16.4%

15.8%

12.6%

10.7%

7.1%

5.8%

3.3%

0% 20% 40% 60%

冷暖房やトイレなど避難所の生活環境

避難場所・避難所に行くまでの道筋や方法

食料や生活用品の備え

自宅の耐震化などの備え

避難勧告や避難指示の正確な情報伝達

自宅周辺への浸水

災害発生時の支援者（介護者）の確保

緊急時の連絡手段の確保

避難時や避難場所・避難所での情報の取得やコ

ミュニケーション

入所（利用）している施設の避難方法

その他

n=856

36.3%

35.5%

30.7%

21.1%

19.8%

17.3%

14.0%

13.7%

12.4%

8.6%

5.8%

0% 20% 40%

避難場所・避難所に行くまでの道筋や方法

食料や生活用品の備え

冷暖房やトイレなど避難所の生活環境

避難時や避難場所・避難所での情報の取得やコ

ミュニケーション

避難勧告や避難指示の正確な情報伝達

自宅周辺への浸水

災害発生時の支援者（介護者）の確保

自宅の耐震化などの備え

緊急時の連絡手段の確保

入所（利用）している施設の避難方法

その他
n=394

39.2%

35.1%

23.2%

16.2%

13.3%

11.6%

11.1%

10.4%

9.9%

8.2%

9.2%

0% 20% 40% 60%

食料や生活用品の備え

避難場所・避難所に行くまでの道筋や方法

冷暖房やトイレなど避難所の生活環境

緊急時の連絡手段の確保

避難時や避難場所・避難所での情報の取得やコミュ

ニケーション

災害発生時の支援者（介護者）の確保

避難勧告や避難指示の正確な情報伝達

自宅周辺への浸水

自宅の耐震化などの備え

入所（利用）している施設の避難方法

その他 n=413

40.7%

28.6%

20.9%

20.9%

15.4%

11.0%

9.9%

8.8%

6.6%

3.3%

7.7%

0% 20% 40% 60%

冷暖房やトイレなど避難所の生活環境

入所（利用）している施設の避難方法

食料や生活用品の備え

災害発生時の支援者（介護者）の確保

避難場所・避難所に行くまでの道筋や方法

緊急時の連絡手段の確保

避難勧告や避難指示の正確な情報伝達

避難時や避難場所・避難所での情報の取得

やコミュニケーション

自宅の耐震化などの備え

自宅周辺への浸水

その他
n=91

44.1%

39.8%

24.7%

20.4%

19.4%

9.7%

8.6%

7.5%

6.5%

1.1%

6.5%

0% 20% 40% 60%

食料や生活用品の備え

冷暖房やトイレなど避難所の生活環境

避難場所・避難所に行くまでの道筋や方法

自宅周辺への浸水

自宅の耐震化などの備え

避難勧告や避難指示の正確な情報伝達

災害発生時の支援者（介護者）の確保

避難時や避難場所・避難所での情報の取得やコ

ミュニケーション

緊急時の連絡手段の確保

入所（利用）している施設の避難方法

その他
n=93
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　○　生活において困っていること

　　問　あなた（本人）の生活において、お困りのことは何ですか。

　　　　（あてはまるものをすべて選んでください）

精神障がい者 重症心身障がい児・者

難病患者

《 回答概要 》

全体

身体障がい者 知的障がい者

○ 全体では、生活において困っていること

は、「将来の生活に不安がある」の割合

（32.9％）が最も高く、次に「外出（買い

物、通院など）」（32.1％）、「家事（料

理、掃除、洗濯など）」（24.4％）、「周

囲の人とのコミュニケーションや対人関

係」（23.3％）などが続いている。

なお、「特にない」は27.3％となってい

る。

31.7%

29.0%

22.5%

20.2%

12.3%

6.4%

4.8%

2.8%

2.8%

1.5%

1.5%

0.7%

4.2%

30.8%

0% 20% 40%

外出（買い物、通院など）

将来の生活に不安がある

家事（料理、掃除、洗濯など）

身体介助（食事、入浴、トイレなどの介助）

周囲の人とのコミュニケーションや対人関係

経済的に暮らしていけない

身近に相談できる先がない（少ない）

周囲の人の理解がない（得られない）

障がいの特性を周囲に理解されず、不当な扱いを受ける

在宅では必要な医療・福祉サービスが受けられない

施設に定員の空きがない

生活する場所（家、アパートなど）がない

その他

特にない

n=856

47.2%

43.9%

41.9%

33.5%

24.1%

10.2%

10.2%

8.1%

8.1%

2.8%

1.8%

1.5%

4.1%

19.8%

0% 20% 40% 60%

周囲の人とのコミュニケーションや対人関係

将来の生活に不安がある

外出（買い物、通院など）

家事（料理、掃除、洗濯など）

身体介助（食事、入浴、トイレなどの介助）

経済的に暮らしていけない

周囲の人の理解がない（得られない）

障がいの特性を周囲に理解されず、不当な扱いを受ける

身近に相談できる先がない（少ない）

施設に定員の空きがない

生活する場所（家、アパートなど）がない

在宅では必要な医療・福祉サービスが受けられない

その他

特にない

n=394

32.9%

27.6%

25.7%

22.0%

10.9%

10.7%

10.7%

9.0%

8.2%

5.8%

3.1%

2.7%

2.7%

25.7%

0% 20% 40%

将来の生活に不安がある

周囲の人とのコミュニケーションや対人関係

外出（買い物、通院など）

家事（料理、掃除、洗濯など）

経済的に暮らしていけない

身体介助（食事、入浴、トイレなどの介助）

生活する場所（家、アパートなど）がない

身近に相談できる先がない（少ない）

周囲の人の理解がない（得られない）

障がいの特性を周囲に理解されず、不当な扱いを受ける

在宅では必要な医療・福祉サービスが受けられない

施設に定員の空きがない

その他

特にない

n=413

46.2%

26.4%

25.3%

16.5%

15.4%

7.7%

4.4%

3.3%

2.2%

2.2%

0.0%

0.0%

9.9%

20.9%

0% 20% 40% 60%

身体介助（食事、入浴、トイレなどの介助）

将来の生活に不安がある

外出（買い物、通院など）

周囲の人とのコミュニケーションや対人関係

家事（料理、掃除、洗濯など）

施設に定員の空きがない

在宅では必要な医療・福祉サービスが受けられない

身近に相談できる先がない（少ない）

生活する場所（家、アパートなど）がない

周囲の人の理解がない（得られない）

経済的に暮らしていけない

障がいの特性を周囲に理解されず、不当な扱いを受ける

その他

特にない

n=91

32.9%

32.1%

24.4%

23.3%

19.9%

8.0%

6.7%

5.7%

4.5%

3.4%

2.3%

2.1%

4.1%

27.3%

0% 20% 40%

将来の生活に不安がある

外出（買い物、通院など）

家事（料理、掃除、洗濯など）

周囲の人とのコミュニケーションや対人関係

身体介助（食事、入浴、トイレなどの介助）

経済的に暮らしていけない

身近に相談できる先がない（少ない）

周囲の人の理解がない（得られない）

障がいの特性を周囲に理解されず、不当な扱いを受ける

生活する場所（家、アパートなど）がない

施設に定員の空きがない

在宅では必要な医療・福祉サービスが受けられない

その他

特にない

n=1,847

29.0%

29.0%

22.6%

15.1%

10.8%

10.8%

8.6%

5.4%

4.3%

3.2%

2.2%

1.1%

4.3%

40.9%

0% 20% 40% 60%

外出（買い物、通院など）

将来の生活に不安がある

家事（料理、掃除、洗濯など）

身体介助（食事、入浴、トイレなどの介助）

周囲の人とのコミュニケーションや対人関係

身近に相談できる先がない（少ない）

経済的に暮らしていけない

周囲の人の理解がない（得られない）

生活する場所（家、アパートなど）がない

障がいの特性を周囲に理解されず、不当な扱いを受ける

在宅では必要な医療・福祉サービスが受けられない

施設に定員の空きがない

その他

特にない

n=93
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　○　新型コロナウイルス感染症による生活への影響

　　問　あなた（本人）が、令和２年以降の新型コロナウイルス感染症の影響により、困ったこ

　　　　とは何ですか。（あてはまるものをすべて選んでください）

《 回答概要 》※新規

全体

身体障がい者

知的障がい者

32.1%

24.6%

21.0%

16.2%

15.4%

12.3%

9.4%

5.6%

4.3%

2.5%

8.5%

0% 20% 40%

感染予防対策（マスクの着用や入手、ワクチン接種など）

コミュニケーション（友人などと会う機会が減った、マスクで表情や会話がわかりにくく苦労したなど）

メンタルヘルス（不安を強く感じた、気分が落ち込んだなど）

医療・福祉（治療やリハビリの中止・延期、障害福祉サービスの利用がしづらかったなど）

日中の過ごし方（通所先の閉鎖などで日中を過ごす場所に困ったなど）

家計（経済的に苦しくなったなど）

オンライン化（手続などがオンライン化したことによる戸惑い、やりにくさなど）

仕事・学校（職場や学校の休業、仕事を見つけるのに苦労したなど）

家族（家族とのいさかいが増えたり、居場所がないと感じることが増えたなど）

配慮・人権（障がいに配慮してもらえないことが増えたなど）

その他

n=1,847

29.0%

25.7%

20.4%

14.5%

13.9%

13.2%

7.2%

2.8%

2.3%

2.2%

6.4%

0% 20% 40%

感染予防対策（マスクの着用や入手、ワクチン接種など）

コミュニケーション（友人などと会う機会が減った、マスクで表情や会話がわかりにくく苦労したなど）

メンタルヘルス（不安を強く感じた、気分が落ち込んだなど）

医療・福祉（治療やリハビリの中止・延期、障害福祉サービスの利用がしづらかったなど）

家計（経済的に苦しくなったなど）

オンライン化（手続などがオンライン化したことによる戸惑い、やりにくさなど）

日中の過ごし方（通所先の閉鎖などで日中を過ごす場所に困ったなど）

仕事・学校（職場や学校の休業、仕事を見つけるのに苦労したなど）

配慮・人権（障がいに配慮してもらえないことが増えたなど）

家族（家族とのいさかいが増えたり、居場所がないと感じることが増えたなど）

その他

n=856

38.6%

26.4%

23.1%

20.1%

16.8%

12.7%

12.2%

6.9%

5.1%

3.6%

8.9%

0% 20% 40% 60%

感染予防対策（マスクの着用や入手、ワクチン接種など）

日中の過ごし方（通所先の閉鎖などで日中を過ごす場所に困ったなど）

コミュニケーション（友人などと会う機会が減った、マスクで表情や会話がわかりにくく苦労したなど）

メンタルヘルス（不安を強く感じた、気分が落ち込んだなど）

医療・福祉（治療やリハビリの中止・延期、障害福祉サービスの利用がしづらかったなど）

家計（経済的に苦しくなったなど）

仕事・学校（職場や学校の休業、仕事を見つけるのに苦労したなど）

家族（家族とのいさかいが増えたり、居場所がないと感じることが増えたなど）

オンライン化（手続などがオンライン化したことによる戸惑い、やりにくさなど）

配慮・人権（障がいに配慮してもらえないことが増えたなど）

その他

n=394
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　○　新型コロナウイルス感染症による生活への影響（つづき）
《 回答概要 》

精神障がい者

重症心身障がい者（児）

難病患者

○ 全体では、「感染予防対策（マスクの着用や入手、ワクチン接種など）の割合（32.1％）

が最も高く、次に「コミュニケーション（友人などと会う機会が減った、マスクで表情や会

話がわかりにくく苦労したなど）」（24.6％）、「メンタルヘルス（不安を強く感じた、気

分が落ち込んだなど）」（21.0％）などが続いているが、重症心身障がい者（児）では、

「医療・福祉（治療やリハビリの中止・延期、障害福祉サービスの利用がしづらかったな

ど）」の割合（28.6％）が最も高くなっている。

32.0%

22.8%

22.3%

21.5%

16.9%

9.9%

6.1%

5.6%

4.6%

2.7%

12.3%

0% 20% 40%

感染予防対策（マスクの着用や入手、ワクチン接種など）

メンタルヘルス（不安を強く感じた、気分が落ち込んだなど）

日中の過ごし方（通所先の閉鎖などで日中を過ごす場所に困ったなど）

コミュニケーション（友人などと会う機会が減った、マスクで表情や会話がわかりにくく苦労したなど）

医療・福祉（治療やリハビリの中止・延期、障害福祉サービスの利用がしづらかったなど）

家計（経済的に苦しくなったなど）

家族（家族とのいさかいが増えたり、居場所がないと感じることが増えたなど）

オンライン化（手続などがオンライン化したことによる戸惑い、やりにくさなど）

仕事・学校（職場や学校の休業、仕事を見つけるのに苦労したなど）

配慮・人権（障がいに配慮してもらえないことが増えたなど）

その他

n=413

28.6%

27.5%

19.8%

16.5%

15.4%

9.9%

6.6%

3.3%

1.1%

0.0%

13.2%

0% 20% 40%

医療・福祉（治療やリハビリの中止・延期、障害福祉サービスの利用がしづらかったなど）

感染予防対策（マスクの着用や入手、ワクチン接種など）

コミュニケーション（友人などと会う機会が減った、マスクで表情や会話がわかりにくく苦労したなど）

メンタルヘルス（不安を強く感じた、気分が落ち込んだなど）

日中の過ごし方（通所先の閉鎖などで日中を過ごす場所に困ったなど）

オンライン化（手続などがオンライン化したことによる戸惑い、やりにくさなど）

仕事・学校（職場や学校の休業、仕事を見つけるのに苦労したなど）

家計（経済的に苦しくなったなど）

家族（家族とのいさかいが増えたり、居場所がないと感じることが増えたなど）

配慮・人権（障がいに配慮してもらえないことが増えたなど）

その他

n=91

38.7%

37.6%

26.9%

15.1%

15.1%

14.0%

8.6%

7.5%

6.5%

2.2%

4.3%

0% 20% 40% 60%

コミュニケーション（友人などと会う機会が減った、マスクで表情や会話がわかりにくく苦労したなど）

感染予防対策（マスクの着用や入手、ワクチン接種など）

メンタルヘルス（不安を強く感じた、気分が落ち込んだなど）

医療・福祉（治療やリハビリの中止・延期、障害福祉サービスの利用がしづらかったなど）

家計（経済的に苦しくなったなど）

日中の過ごし方（通所先の閉鎖などで日中を過ごす場所に困ったなど）

オンライン化（手続などがオンライン化したことによる戸惑い、やりにくさなど）

家族（家族とのいさかいが増えたり、居場所がないと感じることが増えたなど）

仕事・学校（職場や学校の休業、仕事を見つけるのに苦労したなど）

配慮・人権（障がいに配慮してもらえないことが増えたなど）

その他

n=93
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